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山噴火時の活動拠点本部に指定されたという想定で、７
つのパートから構成・企画した。
【７月11日】
１）市立室蘭総合病院への参集訓練
北海道は東西に約500km、南北に約400kmの広大な
地域である。道内で DMAT出動要請があった場合、多く
のチームは陸路で災害現場に参集しなければならない
が、実際にどれだけの時間がかかるのであろうか。訓練
１では各地から総勢25チームの DMATが当院を目指
して参集し、最も遠方である根室・稚内の DMATは到着
までに７時間以上を要した。
また、各地から参集した DMATを迎える当院では、
DMATが円滑に活動できる環境を整備することが求め
られる。2014年度災害訓練の反省を踏まえ、今回は南棟
３階リハビリテーションセンターを DMAT本部、また
体育館を DMAT待機場所として試用した。
２）伊達市内で現場救護所訓練
「噴火により、火口付近の市街地で多数の傷病者が発生
した」との想定で、参集した DMATから６チームを伊達
市内に派遣。各チームは実際に伊達市内に準備された訓
練会場へ移動し、多数傷病者のトリアージから搬送まで
を行った。
３）室蘭市内で多数傷病者の受け入れ訓練
上記の訓練２から引き続く流れとして、伊達市内から
搬送された傷病者を当院と日鋼記念病院で同時に受け入
れる訓練を実施した。当院では2014年度災害訓練と同様
に、院内スタッフと外部から支援に入った DMATがう
まく連携できるかを問う内容である。さらに、当院と日
鋼記念病院の間で、傷病者の転院搬送が相互に行われた。
【７月12日】
４）伊達赤十字病院からの病院避難
ハザードマップによれば有珠山で大規模な噴火が発生
した場合、伊達赤十字病院も降灰の被害を受けるため、
入院患者全員を安全な地域まで避難させる必要がある。
そのような状況に対応すべく、DMATと自衛隊のコラ
ボレーションで病院避難訓練を実施した。軽症者はバス
などの交通手段を用いるが、中等症および重症の患者は
救急車を確保しなければならない。今回の訓練では
DMATの保有する車両と自衛隊の救急車を用いて、実
際に室蘭市フェリーターミナルまで患者を搬送した。
５）フェリーターミナルビルでの S CU訓練
前日に当院と日鋼記念病院に収容した重症者、および
伊達赤十字病院からの避難者の中に、広域医療搬送を必
要とする患者がいるとの想定で、室蘭市フェリーターミ
ナルに SCUの設置と運営訓練を行った。自衛隊UH-1
ヘリコプターがフェリーターミナルから幌別駐屯地（仮
想千歳基地）へ２往復のフライトで、重症患者２名を空
路搬送した。
６）自衛隊ヘリで機内活動訓練
上記訓練５．で各フライトに DMAT１チームが同乗
し、担架の搭載や飛行中の患者管理訓練を行った。
７）胆振総合振興局内で行政との連携訓練
災害時に地域の医療情報を収集してそのニーズをまと
めるのは保健所の役割である。DMATは超急性期の災
害医療を担当するが、亜急性期以降まで円滑に地域医療
を引き継いでいく上で、DMATと保健所との連携は欠
かすことができない。今回は DMAT実動訓練初の試み
として、胆振総合振興局内に立ち上げられた北海道災害
対策地方本部（仮想）に保健所・室蘭市医師会・地域災
害医療コーディネータ ・ーDMATが参集して、情報共有
を行うシミュレーションを実施した。
以上、平成27年度北海道 DMAT実動訓練の概要を紹
介した。災害医療は救急医療と決して異なるものではな
い。消防や自衛隊など他職種との調整は災害時に特有で
はあるが、傷病者に対して行われる緊急処置やトリアー
ジの考え方は、あくまでも平時の救急医療の延長線上に
ある。救急センターで日頃から培われたスキルと知識は、
これからも当院の災害医療体制の重要な部分を形作るこ
とになるだろう。
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